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実 施 日： 2014 年 7 月 29 日（火）  

当社説明者：取締役 常務執行役員(経理部担当) 片山 雄一 

IR グループマネージャー 財津 陽一(司会) 

2015 年 3 月期 第 1 四半期決算 電話説明会 質疑応答 

 
 
 
 
 
 

以下は、決算電話説明会における主な質疑応答を取りまとめたものです。 

 

Q1)  足元の入園者数の状況は。  

A1)  7 月は、現時点まで予想を上回り好調に推移し、前年に近いレベルになっている。 

 

Q2)  周年の翌年にもかかわらず、第 1 四半期の入園者数が好調である理由は。 

A2)  「ワンス・アポン・ア・タイム」に加え、各スペシャルイベントも好評であったことなどが、入園者

数の主な好調要因と考えている。 

 

Q3) ゲストプロフィールを教えてほしい。 

A3) 周年の翌年のため、宿泊圏からのゲストは減少したものの、首都圏からのゲストは増加してい

る。また、訪日外国人増加の影響もあり、海外からのゲストの増加もみられたが、入園者数全

体に占める割合はまだ小さい状況である。 

 

Q4)  チケット単価について、「ワンス・アポン・ア・タイム」の導入で夜間パスポートの構成比が増加

し、単価は下がるのではと考えていたが、実際には「ほぼ同様」だった理由は。 

A4）  5 月末にスタートした「ワンス・アポン・ア・タイム」の影響で夜間パスポートが増えたことはチケ

ット単価の減要因となった。一方、首都圏ゲストの増加により 1 デーパスポートが伸びたことが

チケット単価の増要因となり、その結果、全体では前年とほぼ同様となった。 

 

Q5）  第 1 四半期において、対前年同期でコストが減少した理由を教えてほしい。 

A5)  前年度に発生していた東京ディズニーリゾート30周年にかかわるデコレーション・販促費な

どが減少した。 

 

Q6)  今後、「アナと雪の女王」に関連するプロダクトを導入する可能性はあるか。 

A6) 現時点で具体的に決定しているものはない。 
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Q7) ジェラトーニを新たに登場させた背景について教えてほしい。 

A7) ダッフィーの世界観に広がりを持たせるため、ジェラトーニを登場させた。 

 

Q8) ジェラトーニの販売状況を教えてほしい。 

A8) 非常に好調に推移している。一部想定以上の売れ行きとなり、品切れとなってしまっている。 

こちらについては、できる限り早い段階で、販売を再開できるように準備を進めている。 

 

Q9) ジェラトーニに続き、新たなキャラクター発表の予定はあるか。 

A9)  現時点で決まっているものはない。 

 

Q10) ユニバーサル・スタジオ・ジャパンの「ウィザーディング・ワールド・オブ・ハリー・ポッターTM」

が好調だが、どのような影響があると考えているか。 

A10) 他のレジャー施設の魅力が高まることは中長期的にはテーマパーク業界にとってプラスの

影響をもたらすと考えている。 

 

Q11) 「2023 ありたい姿」で発表した 5,000 億円の投資について、現時点までの進捗があれば教え

てほしい。  

A11) 今年度中には 5,000 億円の投資の内容の一部についてお伝えする方向で進めている。 

 

Q12) 入園者数が好調に推移しているが、これを受けて「2023 ありたい姿」で発表した 5,000 億円

の投資を減額するなどの判断につながる可能性はあるか。 

A12) 入園者数は好調に推移しているものの、混雑感などが課題であると認識している。ゲスト満

足度を伴った入園者数レベルの向上のためには、オンステージ・バックステージ双方の強化

が必要であると考えており、現時点で計画を変更する予定はない。 

 

Q13） 「2016 中期経営計画」において、パークのキャパシティの拡大とバックステージ等の運営基

盤の強化、どちらを優先して対応するのか。 

A13） どちらか一方を優先するということではなく、双方にバランスよく投資していく。 

 

Q14) 中期的なコストについてどう考えているか。 

A14) 今後も、コストの改善に向けた取り組みを行っていくものの、現在の限界利益率は既に高い

水準にあると考えている。 

 

 

以上 


